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令和４年度 岩手県中学生スポーツ・文化活動セミナー

「地域部活動推進実践研究事業における
大船渡市スポーツ協会の実践について」

一般財団法人大船渡市スポーツ協会
事務局長 白 﨑 陽 彦



大船渡市の概要
▶人 口：33,540人（男：16,063人・女：17,477人）

  （令和4年12月末日現在）

▶世帯数：14,765世帯

▶観 光：三陸復興国立公園（碁石海岸）
五葉山県立自然公園

▶当市出身・ゆかりのあるスポーツ選手

・今野 安子（卓球 / 世界卓球選手権・全日本卓球選手権大会優勝）

・佐々木七恵（陸上競技 / ロサンゼルスオリンピック女子マラソン日本代表）

・栗生澤淳一（バレーボール / バルセロナオリンピック男子バレーボール日本代表）

・今野 章（サッカー / ジュビロ磐田・川崎フロンターレ）

・小笠原満男（サッカー / 鹿島アントラーズ / W杯日韓大会・ドイツ大会日本代表）

・志田 宗大（野球 / ヤクルトスワローズ）

・佐々木朗希（野球 / 千葉ロッテマリーンズ / 2023WBC日本代表）
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大船渡市スポーツ協会について（概要）
▶名称

一般財団法人 大船渡市スポーツ協会
▶あゆみ

・昭和27年8月16日 大船渡市体育協会設立
・平成18年4月1日   大船渡市より指定管理受託
・平成26年6月2日  一般財団法人移行
・令和4年8月16日   創立70周年・スポーツ協会へ名称変更

▶目的
大船渡市民の体育、スポーツ・レクリエーションの振興及び文化教養の向上を図り、市民の心身と
健康で明るく豊かな生活の形成に寄与することを目的

▶事業内容
１．スポーツの普及啓発及び競技力向上に関する事業
２．生涯スポーツの振興に関する事業
３．勤労者の知識及び技能の習得に関する事業
４．施設の管理運営に関する事業
５．その他この法人の目的を達するために必要な事業

▶指定管理施設等
・市内スポーツ施設（12施設 / 市民体育館、市営球場、市民テニスコート、B&G海洋センター等）
・市内勤労者福祉施設（2施設 / 働く婦人の家、シーパル大船渡）
・市立学校体育施設貸出事業（15校 / 市内小・中学校の体育館及びグラウンド） 3



№ 協会名 № 協会名
1 野球協会 14 バドミントン協会
2 柔道協会 15 ヨット協会
3 弓道協会 16 ﾗｸﾞﾋﾞｰ・ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会
4 剣道 17 ソフトボール協会
5 ソフトテニス協会 18 空手道協会
6 バレーボール協会 19 テニス協会
7 陸上競技協会 20 ゲートボール協会
8 卓球協会 21 ボウリング協会
9 水泳協会 22 歩こう会
10 スキー協会 23 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ｺﾞﾙﾌ協会
11 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 24 ゴルフ協会
12 早起き野球会 25 クレー射撃協会
13 サッカー協会 26 スポーツ少年団本部

№ 種目 小学生 中学生 小～中
1 野球 9 3
2 野球（硬式） 1
3 柔道 1
4 剣道 2
5 ソフトテニス 2 4
6 バレーボール 3 3
7 卓球 1 1
8 スキー 1
9 バスケットボール 3 2
10 サッカー 2 2
11 バドミントン 1
12 空手道 3
13 テニス 1

▶加盟競技協会：26団体（R4年） ▶スポーツ少年団：45団体（R4年）
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大船渡市における地域部活動実践研究について
▶経緯・経過

R3.11月 R4.3月 R4.6月R4.5月 R4.7月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月
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▶運営団体
運営主体：一般財団法人大船渡市スポーツ協会

▶実施体制（イメージ図）

▶実践期間
令和４年７月～令和５年１月末までの土・日

市教委が中学校と調整
部活動ニーズとりまとめ

市スポ協が各団体に参画
を呼び掛け受入先を確保

実施部活動の
マッチング

市
教
委

市
ス
ポ
協

市生涯学習課

市スポーツ少年団

市加盟競技協会

第一中学校

大船渡中学校

末崎中学校

東朋中学校

部活動の在り方
検討委員会

連携

運営会議・研修会県・県教委

団体名 関わり方・役割

岩手県
教委・文化スポーツ部

事業実施主体
（会議等主催、人材確保に関する仕
組みの構築業務等）

大船渡市スポーツ協会 地域部活動の運営主体
（R4年度実践研究運営主体）

市協働まちづくり部
生涯学習課

大船渡市スポーツ協会
との連携等

市教育委員会学校
学校教育課

大船渡市スポーツ協会
との連携等

市内各中学校 大船渡市スポーツ協会
との連携等
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▶主な実践研究に係る業務・研究内容

7

その他 ・生徒の移動手段

 地域団体が担う
 業務の整理

・実践校との連絡調整
・実践部活動の選定及び連絡調整
・地域指導者の選定及び委嘱
・地域指導者と連絡調整及び謝金の支払方法
・活動場所の確保
・平日の部活動と休日の部活動の指導に関する調整
・参加生徒及び地域指導者の傷害保険加入
・活動計画及び報告書の作成関係

❶

・活動に要する経費
・参加費
・学校管理下における部活動に係る経費の状況

運営経費等の
把握❷

➌



▶取り組み内容
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 ・「部活動の在り方に関する検討委員会」にて、現状と課題、今後の方針について確認

 ・対象部活動５部活の選定（卓球部・バドミント部・柔道部 ・剣道部・特設陸上部）

 ・地域指導者10名（各部２名）の選任、委嘱

 ・学校、対象部活動保護者会、対象部活動に関係する各加盟競技協会、各スポーツ少年団、地域指導者
 向けに事業説明会の実施

 ・参加生徒、地域指導者のスポーツ安全保険加入（加入団体は大船渡市スポーツ協会）

◆対象部活動への依頼
 ・毎月の活動計画書の提出（活動場所、内容の確認） ⇒ 活動場所の確保

 ・活動報告書の提出 ⇒ 報告に基づき各地域指導者へ謝金・交通費の支払い

 ・参加生徒及び保護者を対象としたアンケート調査を実施



大船渡市内中学校部活動の現状と課題

休日の部活動の地域移行にあたっては
全ての生徒が、持続してスポーツ活動や文化活動に親しむことのできる機会の確保に
留意しながら進める必要がある。

生徒が望む部活動が
できなくなる
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生徒の減少により

部活動加入が任意になったことにより

▶部活動を行う生徒が減少し、部員の確保が難しくなる
▶部活動以外の場でスポーツ・文化活動を行う生徒が増加する

▶部活動数が学校規模に比例し、学校間の差が生じている
▶学校毎に加入できる部活動が異なっている
▶部員数が少なく、活動に支障がある学校がある



大船渡市内中学校部活動の状況
【大船渡市立第一中学校】※令和2年4月に日頃市中学校・越喜来中学校・吉浜中学校が統合

▶小学校区：6校（盛小学校・猪川小学校・立根小学校・日頃市小学校・越喜来小学校・吉浜小学校）
▶スクールバス：有
▶生徒数：403名（1年：138名，2年：139名，3年：126名）
▶部活動内訳（R4年）

№ 部活名 1年生
男 ・ 女

2年生
男 ・ 女

3年生
男 ・ 女

計
男 ・ 女

1 野球部 13 0 9 1 9 1 31 2
2 サッカー部 2 0 3 0 12 0 17 0
3 バスケットボール部（男・女） 4 3 13 6 7 13 24 22
4 卓球部（男・女） 11 7 7 5 1 4 19 16
5 バレーボール部（男・女） 1 11 5 6 4 1 10 18
6 ソフトテニス部（男・女） 6 5 8 13 9 2 23 20
7 柔道部 4 1 4 2 3 0 11 3
8 吹奏楽部 1 13 0 14 0 9 1 36
9 パソコン部 7 4 6 4 9 6 22 14
10 美術部 4 16 3 20 2 13 9 49
11 剣道部（特設） 1 2 1 0 2 3 4 5
12 水泳部（特設） 2 0 3 0 1 0 6 0 10



【大船渡市立大船渡中学校】
▶小学校区：2校（大船渡小学校・大船渡北小学校）
▶スクールバス：無
▶生徒数：135名（1年：43名，2年：34名，3年：58名）
▶部活動内訳（R4年）

№ 部活名 1年生
男 ・ 女

2年生
男 ・ 女

3年生
男 ・ 女

計
男 ・ 女

1 野球部 0 0 2 0 3 0 5 0

2 バスケットボール部（男・女） 5 2 0 4 5 3 10 9

3 卓球部（男・女） 3 0 3 5 0 2 6 7

4 バレーボール部（女） 0 0 0 2 0 6 0 8

5 ソフトテニス部（男・女） 3 9 10 0 13 9 26 18

6 柔道部 0 1 1 0 1 1 2 2

7 吹奏楽部 1 4 0 6 0 9 1 19

8 総合文化部 2 6 0 0 0 4 2 10 11



【大船渡市立末崎中学校】
▶小学校区：1校（末崎小学校）
▶スクールバス：無
▶生徒数：70名（1年：25名，2年：22名，3年：23名）
▶部活動内訳（R4年）

№ 部活名 1年生
男 ・ 女

2年生
男 ・ 女

3年生
男 ・ 女

計
男 ・ 女

1 野球部 3 0 3 0 5 0 11 0

2 バスケットボール部（男・女） 3 6 7 2 1 3 11 11

3 卓球部（男・女） 0 3 3 4 3 2 6 9

4 ソフトテニス部（女） 0 7 0 3 0 4 0 14

5 剣道部 0 0 0 0 1 0 1 0

6 総合文化部 0 2 0 0 0 1 0 3
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【大船渡市立東朋中学校】※令和3年4月に赤崎中学校・綾里中学校が統合
▶小学校区：2校（赤崎小学校・綾里小学校）
▶スクールバス：有
▶生徒数：110名（1年：34名，2年：43名，3年：33名）
▶部活動内訳（R4年）

№ 部活名 1年生
男 ・ 女

2年生
男 ・ 女

3年生
男 ・ 女

計
男 ・ 女

1 野球部 5 0 9 0 10 0 24 0

2 卓球部（男・女） 1 0 0 6 0 1 1 7

3 バレーボール（女） 0 9 0 0 0 3 0 12

4 ソフトテニス部（男・女） 4 4 6 5 7 5 17 14

5 バドミントン部 1 3 0 6 2 2 3 11

6 総合文化部 1 3 3 4 0 2 4 9
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対象部活動
№ 競技名 中学校名 地域指導者 主な活動場所 備考

１ 卓球 第一 外部指導者 第一中学校体育館
大船渡市民体育館 保護者会と連携

２ バドミントン 東朋 外部指導者
スポ少 東朋中学校体育館 保護者会

スポ少と連携

３ 柔道 第一・大船渡
外部指導者
スポ少・市柔道
協会

時習館（市柔道場）
大船渡高校道場

スポ少と連携
（市内2校合同）

４ 剣道 第一・末崎 外部指導者
スポ少

地区公民館体育館
市内小学校体育館

スポ少2団体と連携
（市内2校合同）

５ 陸上部（特設） 市内４校 市陸上競技協会 大船渡高校グラウンド
盛川河川敷公園

既存の部活動には無い
特設の陸上部
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第一中学校
大船渡中学校
末崎中学校
東朋中学校



対象部活動の選択パターン

パターンＡ
（卓球部・バドミントン部）

既存の部活動
指導者 ：部活動外部指導者（既存の指導者）
活動場所：各中学校体育館
活動主体：部活動保護者会・育成会

パターンＢ
（柔道部・剣道部）

２校合同の部活動
指導者 ：加盟競技協会・スポーツ少年団指導者
活動場所：市スポーツ施設・公民館施設
活動主体：部活動保護者会・スポーツ少年団（育成会）

パターンＣ
（特設陸上部）

４校合同の部活動（新規部活動）
指導者 ：加盟競技協会指導者
活動場所：市スポーツ施設・高校グラウンド
活動主体：大船渡市陸上競技協会
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成果・課題

地域指導者

［成果］▶既存の部活動外部指導者、加盟競技協会やスポーツ少年団指導者と連携を
図り活動できた

▶専門的な知識を有する指導者による活動の充実が図れた

［課題］▶今後も関係団体と連携強化し、持続的に指導者の確保が必要
▶多様なニーズへの対応や指導者の質の向上のため、定期的な指導者講習会

等開催や参加が必要（アンガーマネジメント・パワハラ等）

活動場所の確保
［成果］▶現状の活動場所を利用しつつ、市スポーツ施設や高校・公民館等を活用する

など幅広く活動することができた

［課題］▶活動時間等の変更の場合、一般のスポーツ団体との調整が必要
▶学校施設を利用する場合は、学校や既存の部活動との調整が必要
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活動場所まで
の移動手段

［成果］▶現状の運行時間内でのスクールバスの活用
▶保護者等の協力による送迎

［課題］▶スクールバスの活用
▶送迎に係る保護者の負担が増えると見込まれるため、十分な理解が必要

活動体制・内容

［成果］▶部活動外部指導者の任用で、同様の活動方針での活動
▶保護者会等の協力による活動体制

［課題］▶競技力向上や競技を楽しむ活動など生徒や保護者の意見を確認し、慎重
に活動内容を検討

▶活動方針等を地域指導者・顧問・生徒・保護者等で適宜確認が必要
▶不測の事態に備え、非常時連絡体制の作成
▶活動時における出欠連絡方法の調整
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運営経費
(指導者の謝金等)

［成果］▶国庫委託金より、地域指導者へ謝金・交通費をお支払いできた
▶参加者からの参加料により、消耗品等を購入

［課題］▶今後における地域指導者へ謝金・交通費のお支払いについて
今後どのような形になるのか検討していく必要がある

その他

［課題］▶練習試合の調整・大会申込・事務関係等に関する学校(顧問)・地域指導者
・保護者との連携及び役割分担

▶地域移行へ向けた生徒・保護者の理解促進・周知徹底
（小学校高学年の保護者を対象とした説明会の開催）

▶クラブ・選抜チームにおける、中体連関係大会への参加
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今後の当協会としての役割
❶ 指導者・関係団体の育成

▶指導者の育成
・専門的な知識を有する指導者の確保・派遣
・指導者講習会等を定期的に開催（多様なニーズへの対応、質の向上）

▶地域移行の受け皿となる団体の育成
・加盟競技協会やスポーツ少年団

❷ 関係団体との連携及び調整
▶市部活動の在り方検討委員会と連携
▶教育委員会、学校、地域指導者、保護者等と連携及び調整
▶当協会の加盟競技協会及びスポーツ少年団と連携及び調整

➌ 今後の展開
▶国や県の方針に沿いながらも、関係団体と連携し「大船渡市」に適した体制の構築を

目指す
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ご清聴ありがとうございました

一般財団法人 大船渡市スポーツ協会
 〒022-0003 大船渡市盛町字中道下1-1
☎ 0192-27-1001 / http://ofutaikyou.com/

【お問い合わせ先】
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